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『総合的な学習の 時間』における探究を充実させ る話合い の在り様

追究ス タイル の 異なる 2 つ の 単元学習か ら
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1　 目　的

　 『総合的な学習の 時間』の 教育課程上 の存在

意義は， 「探究 」 にある 。　「探究的な学習」 で

は
，

一
人
一

人 が個性的な学び の 様相をみ せ る 。

こ の
一

人
一

人 の 多様な学び を
一

層確か なも の

にす る手立 て として， 「協同的 な学び 」 の 場 と

して の 学級全体に よる 「話 合い 」 に注 目 した。

　本研究で は，探究的な学び を深める話合 い に

つ い て ，追究 ス タイ ル が異なる授業実践 （集約

型単元，発散型単元 と名付 けた）を分析 し，そ

の 在 り様 と教師の 働き を解明す る こ とを研究

の 目的 とする。

2　方　法

（1）追究ス タ イ ル の 異な る 2 つ の 授業実践 （図

　 1 ， 図 2 ）か ら，「協同的な学び」における子

　 ども同士 の 関わ りの 過 程を抽出する。
（2）授 業カ ン フ ァ レ ン ス を通 して ， 授業記録 ，

　 ノー ト等か ら，子 どもの 変容を捉え，「協同

　的な学び 」の 場 として の 話合 い の 在 り様に つ

　 い て 考察す る。
（3） 2 つ の 授業実践にお い て 効果的な話合い

　 を支え る 教師の 働 きかけを明 らか にする 。

3　 単元の 概要　　（図 1
， 図2参 照）
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　　　　　図 1　集約型単元の モデル図

4　実践を通しての考察

集約型単元 と発散型単元の 比較を表 1 に示す。

　表 1 集約型単 元と発 敷型単元にお ける驩合いの 在り

　　 様 と教 師の 働 きか けの 比較

5 　まとめ

詳細につ い ては，当日発表する。
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　　　　 図 2　発散型単元 の モデル 図
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